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     令和３年度青少年健全育成の活動提言内容の取組状況 

提  言  内  容 具  体  的  な  活  動  状  況 

１「さわやか 

八戸あいさつ

運動」の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各推進活動母体等への協力依頼 

・市庁での市民・職員への啓発（渡り廊下にポスター掲示） 

・各地区青少協へ、たすき及び横断幕の貸出し 

・市民決起大会(7月) 

 

〔各学校のあいさつや返事をきちんとする運動における取組〕 

・小学生と中学生との合同あいさつ運動 

・クラス、部活動あいさつ運動 

・リトルＪＵＭＰチーム、ＪＵＭＰチームが中心となってのあいさつ運動 

・児童会、生徒会によるあいさつ運動 

・生活委員会、縦割り班での活動 

・生活目標として設定し、評価を行う 

・地域振興会、民生児童委員、社会福祉協議会、青少協など地域団体と連携し

たあいさつ運動 

・県の「輝く笑顔キャンペーン」に合わせた活動 

・八戸警察署から着ぐるみやリトルＪＵＭＰベスト等を借用し、あいさつキャ

ンペーンを実施 

 

〔各学校の履き物を揃える運動における取組〕 

 ・下足箱への靴の入れ方や靴を揃える指導 

・朝のあいさつ運動の時、玄関で靴を正しく履く呼びかけ 

・生活目標の整理整頓とともに実施 

 

〔各学校のゴミ拾い運動における取組〕 

 （校地外の活動は、通学路、公園、観光地等で行われている） 

 ・児童総会で話合い、学級･学年ごとの取組み 

・通学路や海岸、駅などのゴミ拾い 

・環境委員会による呼びかけ、奉仕活動、地域貢献活動 

・学校周辺の清掃活動 

・部活動の一環としてのゴミ拾い運動 

・地域の方々と一緒にクリーン大作戦 

・遊歩道の落ち葉拾い 

・地域清掃活動（虚空蔵山清掃） 

・三社大祭の中止に伴い、３年生は中心街、１・２年生は馬淵川付近の清掃ボ

ランティア 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 
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     令和３年度青少年健全育成の活動提言内容の取組状況 

提  言  内  容 具  体  的  な  活  動  状  況 

２ 青少年の健

全育成の基盤

となる「地域

コミュニティ

」の形成 

⑴家庭や地域を

巻き込んだ社

会体験学習の

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵青少年の地域

ボランティア

活動への参加

の推進 

  

⑶社会人や地域

人材の学校へ

の活用促進 

 

 

 

⑷子どもをサポ

ートするため

の巡回指導や

声かけ運動の

体制整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔各学校、地域における取組〕 

 ・地域の方を外部講師としての体験学習、親子学習会 

（昔の遊び、町探検、ミニ三社大祭（ミニ山車作り・お囃子体験）、えんぶ

り、しめ飾り作り、ミニ門松作り、絵馬作り、稲作体験（田植え・稲刈り・

脱穀）、野菜作り、そば作り、いちご学習、ブルーベリー摘み、ウニの殻む

き体験、干し柿作り、裂き織り、ホタルの里、湊沖揚げ音頭、浜っこ勇み太

鼓、浜小屋学習、スポーツ流鏑馬、手作り筏による「チャレンジ川下り」、

パラリンピックスポーツのボッチャ体験、小正月の行事「ほがほが」、卒業

式向けのコサージュ作り等） 

・早寝･早起き･朝ごはん習慣 

 ・仕事調べ（家族・地域の方々へのインタビュー活動） 

・保育園や幼稚園の先生方による仕事の講話 

 

・青少年（中・高生）の地域活動の実施 

中学生 19校 962名  高校生 12校 2,753名 合計 3,715名 

  （昨年度 中学生 22校 1,047名 高校生 12校 2,476名 合計 3,523名） 

 

 

＜地域密着型教育推進事業＞ 実践校の推移 

年度 28年度 29年度 30年度 31年度 2年度 3年度 

小学校 43 校 43校 43校 43校 42校 42校 

中学校 25 校 24校 24校 24校 24校 24校 

合 計 68 校 67校 67校 67校 66校 66校 

 

〔各学校、地域における取組〕 

 ・地区諸団体やＰＴＡ等と連携した地域における巡視活動 

・交通指導隊による登下校の見守り活動 

・地区青少年生活指導連絡協議会での情報交換 

・通学路の危険箇所の点検 

 ・地域安全マップの作成と活用 

 ・子ども女性110番の家スタンプラリー 

 ・避難訓練（町内会や地域との連携） 

 ・防災ノートの家庭での活用 

 ・不審者対応訓練、集団下校訓練 

・交通安全教室、防犯教室 

・スクールサポーターによる防犯に関する講話 

 

 

 

資料２ 
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     令和３年度青少年健全育成の活動提言内容の取組状況 

提  言  内  容 具  体  的  な  活  動  状  況 

３ 健全な家庭

づくりへの支

援  

⑴健全な家庭づ

くりへの促進 

 

⑵父親の子育て

等の家庭教育

の学習機会の

充実 

 

 

⑶「乳幼児をも

つ親たちの交

流の場」の設

定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷家庭での読書

推進を図り、

豊かな心を育

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・毎月第３日曜日の「家庭の日」について、家族のぬくもりを通じて絆を深め

る日としてポスター等で周知 

 

※３年度４～12月末現在、( )は昨年度同時期 

・両親学級            ６回 242人（200人） 

 ※９月は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

・すくすく離乳食教室       19回 126組（16回 107組） 

 ※8月23日、９月は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

 ※３年度４～12月末現在、( )は昨年度同時期 

・赤ちゃん・よちよち健康相談   ７回 105人（70人） 

 ※９～10月は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

・家庭教育研修会 2回 331人 

  （一般市民を対象に家庭教育に関する講演会を八戸市民大学講座と併催により

実施。） 

 

・子育てサークル活動（保育施設、公民館等において。活動回数は毎週１回・

毎月１～２回等）  

・子育て及び子育て支援に関する講習等の実施  

  （八戸ポータルミュージアム「はっち」内「こどもはっち」において） 

 

【八戸市立図書館】 

≪おはなし会≫ 

・毎週のおはなし会     93回 509人 

  ・春のおはなし会      中止 

  ・夏おはなし会       中止 

・冬のおはなし会          2回  34人 

  ≪企画展示≫ 

  ・夏、冬休みおすすめ本展等の開催  11回 

 ≪調べ学習≫ 

 ・調べる学習チャレンジ講座      中止 

 ・調べ学習相談会【初心者向け】 1日 11人 

 ・夏休み調べ学習相談会     4日 31人 

  ・図書館を使った調べる学習コンクール  応募数 31点 

                  （小学生の部30点、中学生の部1点） 

 ≪出前講座≫ 

  ・学校図書館訪問(図書修理) 4回 

 

 ≪ブックスタート≫ 

  ・ブックスタートパック配付数   870組 

 

資料２ 
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     令和３年度青少年健全育成の活動提言内容の取組状況 

提  言  内  容 具  体  的  な  活  動  状  況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸関係機関の広

報啓発活動の

内容充実  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪おすすめ！キッズブック事業≫ 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、読み聞かせイベントを休止 

 

≪マイブック推進事業≫ 

 ・マイブッククーポン配布人数    10,940人 

 

【八戸市立南郷図書館】 

 ≪おはなし会≫ 

  ・毎週のおはなし会         27回 244人 

  ・スウィングベリーでおはなし会   ２回  132人 

  ・春のおはなし会          １回   6人 

  ・夏のおはなし会          １回   6人 

    ・秋のおはなし会          １回  12人 

 ≪企画展示≫ 

  ・季節展、特別展等の開催       15回 

 ≪その他の行事≫ 

  ・学校訪問(ブックトーク)       ４回  71人 

・ 〃   (出張読み聞かせ)      ７回 316人 

  ・あかちゃんのおにわ        ８回  60人 

  ・ＮＡＮ号てんもん教室       雨天中止 

  ・お家で調べる学習         １回  14人 

 

【八戸市図書情報センター】 

 ≪おはなし会≫ 

  ・訪問よみきかせ            ５回 

 ≪企画展示≫ 

  ・季節展、特別展等の開催      ７回 

 ≪その他の行事≫ 

  ・はちのへハント！！            １回  32人 

  ・ひゃっか王からの挑戦状      １回  44人 

 

・青少年健全育成啓発の広報紙「かがみ」の発行 

  （年２回・各21,335部） 

 

〔各学校における取組〕 

・学校だより、学年だより、学級だより、生徒指導だより、保健だより、ホー

ムページ等による意識啓発や情報提供 

・参観日等の保護者対象講演会（いのちを育む教育、生活習慣、情報モラル教

育等） 

・生活ふり返りカード、生活習慣チェック週間 

・親子ふれあい読書月間 

・親子健康会議（学校保健委員会）にて「睡眠と健康」について話し合い 

 ・アンガーマネジメントについての親子研修 

 

資料２ 
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     令和３年度青少年健全育成の活動提言内容の取組状況 

提  言  内  容 具  体  的  な  活  動  状  況 

４体験活動の推

進 

⑴青少年団体に

おける活動な

ど学校外活動

への参加の奨

励 

 

⑵自然体験活動 

の推進 

 

⑶身近な体験活

動の場の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・青少年生活指導協議会連合会への活動助成 

・青少年指導者養成講座の開催（年１回実施） 資料配布のみ 

・青少年健全育成「愛の一声」市民会議の活動助成 

 

 

 

 ・少年育成団体指導員を委嘱し、子ども会等の団体活動への派遣指導を通じて、

少年の健全育成を図る 

 

【児童科学館】 ３年度４～12月末現在、( )は昨年度同時期 

・わくわくサイエンス      216人（  169人） 

・青少年のための科学の祭典   509人（  中止 ） 

・市民星空観望会        330人（  50人） 

・楽しまナイト劇場       中止 （ 中止 ） 

・おたのしみ劇場        中止 （  中止 ） 

・移動天文教室         161人（ 350人） 

・夏休み親子科学教室      中止 （  中止 ） 

・少年少女発明クラブ       583人（  434人） 

・天文クラブ           20人（   50人） 

・小・中学校アナウンス、カメラワーク 講習会  中止（ 14人） 

・プラネタリウム観覧者数    7,471人（5,934人） 

・チャレンジ エアプレーン    10人（  36人) 

・木工品教室             中止 （  中止 ) 

 

【博物館】 

・博物館クラブ 

   「からくり貯金箱づくり」ほか     ８回         139人 

 ・おとなの博物館クラブ 

染色講座「紅花と紫根」ほか      １回         12人 

                    ※１月以降１回予定 

・市民講座「八戸のヤマセとケガジ」ほか ２回         48人 

                     ※１月以降１回予定 

・館外講座「八戸城下めぐり」ほか    ３回         101人 

・体験講座「夏休み！寺子屋はちはく」７/20～８/13（12回実施）  36人 

 ・特別展併催講演会           ４回         105人 

 ・特別展併催体験講座・ワークショップ等 ４回（うち１回中止） 74人 

 

【根城の広場】 

＜根城おもしろ講座＞ 

 ・体験講座「桜染め体験」ほか        ８回（うち２回中止） 46人 

 ・歴史講演会「梁川城から桑折西山城へ」ほか ３回（うち１回中止） 67人 

 

 

資料２ 
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提  言  内  容 具  体  的  な  活  動  状  況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【是川縄文館】 

 ＜考古学講座＞  

 ・「里山の環境と植物」ほか ３講座 201人参加 

                     ※1月以降2講座を予定 

 ＜特別展考古学講座＞  

 ・「東アジアのなかの是川石器時代遺跡、そして世界文化遺産へ」     

 １講座  52人参加 

＜秋季企画展考古学講座＞  

 ・「縄文人が“装う”意味」       １講座  60人参加 

＜体験学習講座＞ 

 ・「縄文土器作り講座」ほか            ２講座   55人参加 

＜体験教室＞ 

 ・「合掌土偶作り教室」ほか         ２講座   46人参加 

                       ※１月以降２講座を予定 

＜これかわ考古学クラブ＞        ６講座  92人参加 

※１月以降１講座を予定 

＜発掘体験＞              １講座  12人参加 

＜縄文体験コーナー＞ 

・日曜縄文体験コーナー           21回   271人参加 

・夏休み縄文体験コーナー          8回   175人参加 

＜市内小中学校観覧者数＞         22校    866人 

＜市内小中学校体験学習＞ 

・於是川縄文館              13校   772人 

・出前・インターネット中継        3校   28人 

 

【南郷歴史民俗資料館】 

 ・体験講座 しめ飾り作り              １回         13人 

 ・なんごうあそびのひろば         ４回         24人 

 ・館外講座 「南郷一周めぐり」ほか    ４回（うち１回中止） 30人 

 ・特別展併催講演会            ２回         26人 

 ・特別展併催体験学習会等         ６回（うち１回中止） 17人 

 

【八戸公園・公園緑地課】 

・各種コンクールの実施 

各種コンクール名 31年度 ２年度 ３年度 

「緑と花」花壇コンクール 19校
 

中止 11校 

「緑と花」作文コンクール 
18校 

44点 

24校 

48点 

17校 

29点 

「緑と花」図画コンクール 
22校 

144点 

25校 

334点 

28校 

164点 

 

 

 

資料２ 
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提  言  内  容 具  体  的  な  活  動  状  況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子ども向けイベントの実施 

イベント名 31 年度 ２年度 ３年度 

世界の昆虫展  
（カブトムシ採集大会含む） 

1,956人 ― 
― 

鉄道模型Ｎゲージ展 2,806 人 2,782 人 1,130 人 

親子映画会  103人 ― ― 

親子紙飛行機作り教室  74人 ― 23 人 

親子木工教室  59人 ― 55 人 

親子草木染物教室  14人 ― ― 

親子トンボ教室  17人 ― ― 

「三八五･こども館」イベント  600人  44人 321人 

 

【こどもはっち（八戸ポータルミュージアム内）】 

 ・子育て親子の交流の促進を目的として実施したイベント等 

   （季節行事、体験型ワークショップ等） 

 ・豊かな遊び空間の提供と遊びやものづくりに関する体験講座等 

   （工作教室、親子おりがみ講座等） 

 

【各公民館家庭教育学級の主な講座】 

 ・地区公民館 24館で実施 

 ２年度 ３年度 

回数 － 回 184回 

人数 － 人 3,179人 

 

 ・講座内容 

子どもパソコン教室、子ども習字教室、親子料理教室、親子体操教室、 

料理教室（お弁当、和菓子、デコ寿司）、和菓子作り、工作教室、 

サイエンスショー、ミニ水族館、せんべい焼き体験、郷土かるた大会 

  絵本読み聞かせ、映画鑑賞会、ベビーマッサージ、けん玉教室、陶芸教室等 

   ※令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、対面式の公民館

講座を中止。 

 

【放課後子ども教室推進事業】 ３地区で開催 

（令和３年12月末現在） 

  根城地区(根城仲よしクラブ)、小中野地区（小中野児童館）、 

  西白山台地区（西白山台小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 



- 8 - 

     令和３年度青少年健全育成の活動提言内容の取組状況 
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５ 今日的な課

題への適切な

対応 

⑴いじめ問題の

解決に向けた

取組の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵万引きやイン

ターネットト

ラブル、喫煙

、 薬物乱用問

題等への対応

の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○いじめ問題等に関する対話集会のオンライン開催 

・「コロナ禍における温かな人間関係づくり～みんなの笑顔でいじめゼロ～」

をテーマに、市立各小学校の代表児童が、分科会で自校の取組みを発表し、

取りまとめ意見を全体会で発表 

・「いじめ根絶宣言」の唱和 

 

〔各学校における取組〕 

・学校いじめ防止基本方針に基づく、いじめ防止等対策委員会を中心とした、

いじめの防止推進と、いじめの問題に対する組織的対応 

・児童会、生徒会、学年委員会、ＪＵＭＰチームが主導となっての「いじめ根

絶運動」の展開 

・「いじめ根絶宣言」の周知、掲示、唱和 

  ・「いじめ防止」のポスターや標語の募集、校内掲示 

 ・教育相談週間の活用（アンケート、カード、面談等） 

・スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラーによる相談活動 

 ・異学年交流による集団活動（縦割り班活動、レク、昼食会、話し合い等） 

・「Ｑ－Ｕ」、「アセス」等(教育心理検査)の活用 

 ・あのねポストの常時設置、心のつぶやきアンケートの実施 

・特別の教科「道徳」の授業での指導 

・教職員や保護司による「いじめ防止教室」の実施 

 ・「生活改善アンケート」による、自分の生活の見直し、生徒同士の良いところ

を認める取組み 

 ・コロナ感染者への偏見、差別をもたないための全校指導の実施 

 ・「自分の夢をみつめよう週間」の実施 

 

・地区集会等における警察署からの資料及び情報提供 

・少年非行防止サポーター「ＪＵＭＰチーム」「リトルＪＵＭＰチーム」による

各種広報啓発活動（街頭キャンペーン、各種行事、校内活動、地域活動等） 

・ネット情報モラル支援事業 

 

〔各学校における取組〕 

 ・リトルＪＵＭＰチーム、ＪＵＭＰチームによる万引き防止の呼びかけや「万引

きしま宣言」の唱和 

 ・万引き防止のポスター、標語の募集 

・警察官による防犯(特に万引きを中心に) 教室の実施 

・ＮＴＴドコモなど外部講師によるインターネット安全教室、情報モラル教室 

・ＳＮＳ、ネットゲームについて指導  

  ・携帯所持アンケート 

・「メディアコントロール週間」の実施、「メディアコントロールで元気パワー

アップ」など 

・１人１台端末の利用の仕方について指導。また、使用ルールを設定し、全校保

護者間で共有 

資料２ 
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     令和３年度青少年健全育成の活動提言内容の取組状況 

提  言  内  容 具  体  的  な  活  動  状  況 

 

 

 

 

⑶家庭支援や虐

待防止への取

組の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷社会環境改善

のための地域

ぐるみの取組

の充実 

 

⑸いのちの教育

を含めた「生

き方に関する

指導」の充実 

 

 

⑹登下校時をは

じめとする子

どもたちの安

全確保の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校医及び学校薬剤師を招いての薬物乱用防止、喫煙防止教室の実施 

・保健だよりによる喫煙、飲酒の健康被害についての啓発 

 ・保健主事、保護司からのお話 

 

・家庭相談事業 

・要保護児童対策地域協議会 代表者会議 

・要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

・要保護児童対策地域協議会 個別ケース検討会議 

・県域住民及び認定こども園等を対象とした「児童虐待対応研修会」を開催 

・児童虐待防止推進月間（毎年11月）に伴う広報啓発活動（市内ショッピング

センター、こども家庭相談室窓口等にて広報用ポケットティッシュを配布） 

・相談窓口について広報はちのへで周知（お知らせ記事） 

・子ども家庭総合支援拠点の開設・運営 

・ＤＶ（配偶者暴力）相談支援センターの開設・運営 

・ひとり親世帯のための各種支援 

 

・市内の有害図書類収納自動販売機の実態調査 

・市内ビデオ類自動貸出機等の実態調査 

・市内カラオケボックスの実態調査 

 

 

〔各学校における取組〕 

・交通安全教室、道徳保健教育の充実、全校や学年学級での講話 

 ・パパ、ママ体験学習 

 ・妊娠、出産について学び、命の尊さについて考える取組み 

 ・現役の産婦人科医と小児科医による性に関する諸問題についての専門的な指導 

 

 ・関係機関による通学路の合同点検の実施 

 ・通学路等における子ども見守りカメラの設置・運用 

〔各学校における取組〕 

・通学路の安全点検及び危険箇所の確認 

 ・地区防犯協会、交通安全協会、校外生活指導委員会、交通安全母の会、保護者

による見守り 

 ・あいさつ＋α運動(あいさつを通して子どもに声をかけ、登下校を見守る運動) 

 ・集団下校指導の実施 

 ・引き渡し下校訓練の実施 

 ・八戸警察署による防犯・安全教室での講話 

 ・防災ノートの活用 

 ・交通安全教室（歩行・自転車乗り）の実施 

・交通少年団（６年生）が広報車に乗り、交通事故防止の呼びかけ 

 ・避難訓練（地震・火災・津波・不審者対応）の実施 

 ・地区自主防災組織、消防署、市と共同で防災訓練を実施（起震車、燻煙体験、

応急措置体験など） 

 ・下校時前に学校隣接の新井田川が氾濫したことを想定した水防訓練 

 

資料２ 


